
12

●

対
象
者　

県
内
に
住
所
ま
た
は

活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
ま
た

は
団
体

●

受
付
期
限　

２
月
26
日
㈬
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

　

徳
島
大
学
白
河
支
援
放
射
線
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
無
料
の
個
別

相
談
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
電

話
相
談
も
可
能
で
す
。

●
日
時　

３
月
１
日
㈯
／
午
後
１

時
〜
３
時 

●

会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

●

申
込
期
限　

２
月
21
日
㈮
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
）
☎
27
２
１
１
２

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
市
の
広
報
紙
や
議
会
だ
よ
り

の
点
字
版
を
無
料
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７
１

４
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賭
け
な
い
・
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
」

が
モ
ッ
ト
ー
の
健
康
ま
ー
じ
ゃ
ん

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●

日
時　

３
月
９
日
㈰
／
午
前
９

時
30
分
か
ら　

●

会
場　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

●

参
加
料　

１
、
５
０
０
円

●

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
ま
ー
じ
ゃ
ん
雀
健
☎
24
０
７

０
７

●

日
時　

２
月
18
日
㈫
／
午
後
１

時
〜
３
時

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

内
容　

義
肢
な
ど
補
装
具
の
処

方
、
診
察
お
よ
び
医
療
相
談

●

担
当
医
師　

白
河
厚
生
総
合
病

院
整
形
外
科
部
長　

鈴す
ず
き木
幹み

き
お夫
氏

●

持
参
品　

身
体
障
が
い
者
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）
お
よ
び
印
鑑

●
申
込
期
限　

２
月
10
日
㈪
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

１
５

と
し
た
４
０
０
字
程
度
の
作
文
を

添
え
て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
本
庁
舎

地
域
支
援
課
で
配
布
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁

舎
地
域
支
援
課　

内
２
２
５
７

　

総
務
省
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
等
に

使
用
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
３

月
31
日
㈪

●

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
標
語

と
必
要
事
項
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

●

応
募
先　

総
務
省
政
策
統
括
官

室　

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３

５
２
７

３

１
１
８
１　

▽
Ｅ
メ
ー
ル

toukeinohi@
soum

u.go.jp

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　

内
２
３

２
７

　

「
お
酒
を
飲
ま
な
い
・
お
金
を

　　

平
成
26
年
度
中
に
発
行
す
る

「
広
報
白
河
」（
平
成
26
年
４
月
１

日
号
〜
平
成
27
年
３
月
１
日
号
）

に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
性
を
損
な
う
恐
れ

の
あ
る
広
告
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●

掲
載
料　

掲
載
１
回
に
つ
き

▽
１
枠
（
縦
42
㎜
×
横
１78
㎜
）

２
万
４
千
円

▽
半
枠
（
縦
42
㎜
×
横
86
㎜
）

１
万
２
千
円

●

受
付
開
始
日
時　

３
月
3
日
㈪

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所
☎
０
２

４

９
３
５

０
６
１
１

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

登
録
漏
れ
や
記
載
事
項
に
誤
り

が
な
い
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●

期
間　

２
月
23
日
㈰
〜
３
月
９

日
㈰　

●

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

●

会
場　

本
庁
舎
選
挙
管
理
委
員

会
室
（
５
階
）

問
本
庁
舎
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局　

内
２
５
１
０

　

県
文
化
振
興
財
団
で
は
、
県
民

の
文
化
活
動
支
援
を
目
的
と
し
て
、

４
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
に

行
う
事
業
を
対
象
に
、
助
成
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●

対
象
事
業　

成
果
発
表
事
業
、

発
表
会
等
へ
の
参
加
事
業
、
文
化

財
の
保
護
事
業
な
ど

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
団

体
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
白
河
」

に
よ
る
白
河
の
歴
史″
学
び
の
会
〞

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●

日
に
ち　

２
月
24
日
㈪

●

集
合
場
所
・
時
間　

市
総
合
運

動
公
園
（
中
田
）
／
午
前
８
時
20

分
（
８
時
30
分
出
発
）

●

内
容　

東
地
域
の
史
跡
巡
り

●

参
加
料　

無
料

●

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●

申
込
期
限　

２
月
17
日
㈪
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
白
河
観
光
物
産
協
会
☎
22
１
１

４
７

　

里
親
に
よ
る
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

２
月
27
日
㈭
／
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

●

会
場　

ニ
コ
ニ
コ
こ
ど
も
館

（
郡
山
市
桑
野
）

●

定
員　

20
人　

●

申
込
期
限　

２
月
20
日
㈭
ま
で

21 20

募
集

／
午
前
８
時
30
分
か
ら　

※
規
定

数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●

申
込
方
法　

指
定
の
申
込
書
に

広
告
の
原
稿
を
添
え
て
、
本
庁
舎

秘
書
広
報
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
本
庁
舎
秘
書

広
報
課
で
配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
秘
書
広
報
課　

内
２
３
７
３

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●

応
募
資
格　

①
市
内
に
在
住
ま

た
は
通
勤
し
て
い
る
満
18
歳
以
上

の
方　

②
男
女
共
同
参
画
推
進
に

関
心
が
あ
る
方　

③
平
日
の
夜
間

に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方
（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議

員
お
よ
び
公
務
員
を
除
く
）

●

募
集
人
数　

若
干
名

●

任
期　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜

平
成
28
年
３
月
31
日

●

応
募
期
間　

２
月
５
日
㈬
〜
３

月
４
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

●

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、「
私
が
考
え
る

男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
テ
ー
マ

案
内

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

本券一枚でお一人様限り

見本 見本 見本 見本 見本
本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り

有効期間
平成26年２月１日㈯から
平成26年３月20日㈭まで

有効期間
平成26年２月１日㈯から
平成26年３月20日㈭まで

有効期間
平成26年２月１日㈯から
平成26年３月20日㈭まで

有効期間
平成26年２月１日㈯から
平成26年３月20日㈭まで

有効期間
平成26年２月１日㈯から
平成26年３月20日㈭まで

（２月12日㈬、３月12日㈬・13日㈭は休園です）（２月12日㈬、３月12日㈬・13日㈭は休園です） （２月12日㈬、３月12日㈬・13日㈭は休園です）（２月12日㈬、３月12日㈬・13日㈭は休園です）（２月12日㈬、３月12日㈬・13日㈭は休園です）

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相
談
会

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

第
１
期
福
島
県
文
化

振
興
財
団
助
成
事
業

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館

市
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
委
員

広
報
白
河
広
告

「
統
計
の
日
」
標
語

白
河
の
歴
史
〝
学
び
の
会
〞

里
親
入
門
講
座

放
射
線
な
ん
で
も
相
談
会

点
字
の
お
た
よ
り

第
５
回
市
長
杯
健
康
ま
ー

じ
ゃ
ん
大
会
参
加
者
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●

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
島

県
行
政
書
士
会
県
南
支
部
事
務
局

（
真
船
事
務
所
内
）
☎
25
１
１
０
０

　

福
島
県
・
栃
木
県
を
対
象
に

「
地
域
の
新
た
な
魅
力
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
サ
イ
ズ　

四
つ
切
、
四
つ

切
ワ
イ
ド
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

●

募
集
期
限　

３
月
14
日
㈮
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

●

応
募
方
法　

応
募
票
に
必
要
事

項
（
タ
イ
ト
ル
、
撮
影
地
・
年
月
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
、
作
品
コ
メ

ン
ト
等
）
を
記
入
の
う
え
、
作
品

と
一
緒
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
応
募
の
場
合
は
１
枚
ご
と

に
応
募
票
が
必
要
で
す
。

●

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

常
陽

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局　

〒

310

0011
茨
城
県
水
戸
市
三
の
丸
１

５

18
／
☎
０
２
９

２
３
１

　　

今
年
度
の
「
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
」
の

申
請
期
限
は
、
３
月
31
日
㈪
ま
で

で
す
。
補
助
金
の
残
り
件
数
は
、

約
58
件
（
１
月
22
日
現
在
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

電
力
事
業
者
と
の
受
給
契
約
成

立
後
は
、
速
や
か
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
商
工
課　

内
２
２
４
９

　

一
定
規
模
以
上
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
は
、

市
景
観
条
例
に
基
づ
き
、
事
前
協

議
と
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●

対
象　

①
高
さ
10
ⅿ
を
超
え
る

も
の
（
建
物
を
含
む
）　

②
面
積

が
１
、
０
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
７　

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、

税
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

《
所
得
税
の
確
定
申
告
無
料
相
談

会
》

●

日
に
ち　

２
月
17
日
㈪

《
税
理
士
記
念
日
「
税
の
無
料
相

談
会
」》

●

日
に
ち　

２
月
23
日
㈰

＝
共
通
事
項
＝

●

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

問
東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
☎
28

３
５
６
３

●

日
時　

２
月
22
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

※
予
約
優
先

●

会
場　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

●

内
容　

離
婚
、
相
続
そ
の
他
生

活
の
困
り
ご
と
に
関
す
る
相
談
等

（
秘
密
厳
守
）
※
相
談
は
無
料

23 22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑
《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888
㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会

税
に
関
す
る
無
料
相
談
会

住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助
金

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
財
政
再
建
の
先
駆
者
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

古
今
東
西
、
財
政
に
苦
し
む
例
は
珍
し
く
な
い
。

江
戸
時
代
も
同
様
。
そ
れ
故
、
改
革
家
と
称
さ
れ

る
人
が
出
る
。
会
津
藩
の
田た

な

か中
玄は

る
な
か宰
は
、
朝
鮮
に

ん
じ
ん
や
清
酒
な
ど
の
地
場
産
業
を
奨
励
し
、
財

政
基
盤
を
整
え
た
。
幕
末
、
長
州
藩
の
村
田
清
風

・
薩
摩
藩
の
調ず

し

ょ所
広ひ

ろ
さ
と郷
は
、
産
業
力
を
強
め
、
密

貿
易
ま
で
行
い
、
軍
事
費
を
賄
っ
た
。
私
が
印
象

に
残
る
の
は
恩お

ん

だ田
民た

み
ち
か親
。
江
戸
中
期
、
信
濃
松
代

藩
の
家
老
。
後
年
、
松
平
定
信
の
息
子
が
養
子
に

入
り
、
８
代
幸ゆ

き
つ
ら貫
と
し
て
老
中
を
勤
め
た
。
藩
祖

信
之
の
死
後
、
治
政
に
弛た

る

み
が
出
て
困
窮
の
度
を

増
し
た
。
加
え
て
、
千
曲
川
の
大
洪
水
、
大
地
震

が
追
い
う
ち
を
か
け
た
。

　

お
定
ま
り
の
如
く
、
家
臣
の
俸
禄
の
減
、
農
民

に
は
年
貢
の
前
納
を
強
い
る
。
こ
れ
が
足
軽
の

ス
ト
ラ
イ
キ
や
農
民
一
揆
を
招
く
。
藩
存
亡
の

危
機
。
幸
い
６
代
藩
主
は
聡
明
だ
っ
た
。
民
親

の
清
廉
な
人
柄
に
期
待
し
改
革
を
命
じ
た
。
重

責
に
う
ち
震
え
た
が
意
を
決
し
た
。「
民
、
信
な
く

ば
立
た
ず
」。
事
の
成
否
は
信
頼
の
回
復
と
誠
実

に
あ
り
。
民
親
は
身
内
に
「
今
後
自
分
は
一
切
嘘

を
つ
か
な
い
。
食
事
は
一
汁
一
菜
、
衣
服
は
木
綿

と
す
る
。
妻
と
は
離
縁
、
子
は
勘
当
、
親
戚
と
は

義
絶
す
る
」
と
述
べ
た
。
家
族
が
嘘う

そ

を
言
い
、
ぜ

い
た
く
し
て
は
信
頼
を
失
う
。
と
は
言
え
容
易

に
は
で
き
な
い
か
ら
縁
を
切
る
と
。
一
同
は
得

心
し
、
民
親
に
倣な

ら

っ
た
と
い
う
。
後
に
藩
士
が

ま
と
め
た
「
日ひ

ぐ
ら
し
す
ず
り

暮
硯
」
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
財

政
課
勤
務
の
頃
、
上
司
に
勧
め
ら
れ
読
ん
だ
。

　

早
速
藩
士
の
減
給
を
や
め
た
。
農
民
と
も
話

し
あ
い
、
前
納
は
な
く
し
滞
納
分
も
免
除
と
し
、

以
後
は
月
毎
の
納
入
と
し
た
。
町
民
へ
の
御
用

金
も
強
制
し
な
い
。
但
し
、
正
当
な
理
由
な
く
し

て
滞
納
す
る
こ
と
は
許
さ
な
か
っ
た
。
民
親
は

５
年
で
亡
く
な
り
、
見
る
べ
き
成
果
は
残
せ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、「
恩
田
イ
ズ
ム
」
は
、
後
輩
に
引

き
継
が
れ
財
政
は
見
事
に
再
建
さ
れ
た
。

　

円
安
・
株
高
の
効
果
も
あ
り
経
済
が
上
向
い

て
い
る
。
設
備
投
資
に
拍
車
が
か
か
り
、
賃
金
の

押
し
上
げ
も
期
待
さ
れ
る
。
だ
が
輸
出
は
さ
ほ

ど
増
え
ず
、
地
方
経
済
ま
で
は
浸
透
し
て
い
な
い
。

と
り
わ
け
心
配
な
の
が
膨
大
な
国
債
。
来
年
度

末
で
地
方
分
も
含
め
る
と
１
、０
０
０
兆
円
を
超

す
。
バ
ブ
ル
後
の
景
気
を
下
支
え
す
る
公
共
事

業
費
や
、
年
金
・
医
療
な
ど
急
速
に
増
え
る
社
会

保
障
費
で
、
歳
出
が
膨
ら
む
。
歳
入
は
経
済
の
低

迷
や
減
税
で
減
っ
た
の
が
要
因
。

　

平
成
元
年
は
歳
出
66
兆
円
の
う
ち
歳
入
は

60
兆
円
も
あ
っ
た
。
24
年
は
歳
出
97
兆
円
の

う
ち
歳
入
は
58
兆
円
。
当
然
借
り
入
れ
に
頼

る
。
こ
こ
15
年
間
は
、
毎
年
30
〜
40
兆
円
も
発
行

し
、
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
４
割
に
達
し
て
い
る
。

公
共
投
資
に
あ
て
る
建
設
国
債
は
ま
だ
し
も
、
生

活
費
に
あ
て
る
赤
字
国
債
が
、
全
体
の
半
分
以
上

に
な
っ
て
い
る
の
は
極
め
て
い
び
つ
。
後
世
へ

の
つ
け
回
し
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。

　

日
本
は
、
個
人
金
融
資
産
１
、６
０
０
兆
円
を

有
す
る
国
民
か
ら
の
借
り
入
れ
で
あ
り
、
心
配
な

い
と
の
声
も
あ
る
。
し
か
し
金
利
が
１
％
上
が

っ
た
だ
け
で
10
兆
円
近
く
増
え
る
。
消
費
税
３

％
を
上
回
る
額
だ
。
ま
た
国
債
残
高
は
国
税
17

年
分
に
も
相
当
す
る
。
は
た
し
て
何
年
か
け
て

返
済
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
戦
時
の
国
債
が
、
戦
後

の
超
イ
ン
フ
レ
で
紙
く
ず
同
然
と
な
っ
た
苦
い

記
憶
も
あ
る
。
平
時
で
こ
れ
ほ
ど
国
債
に
頼
っ

て
い
る
国
は
な
い
。
人
は
、
当
初
異
常
だ
と
思
っ

て
も
、
そ
れ
が
続
く
と
感
覚
が
麻
痺
す
る
。

　

備び
っ
ち
ゅ
う中
、
今
の
岡
山
県
北
部
に
松
山
藩
が
あ
っ
た
。

幕
末
の
藩
主
は
老
中
も
勤
め
た
板い

た
く
ら倉
勝か

つ
き
よ静
。
松

平
定
信
の
孫
に
あ
た
る
。
小
峰
城
で
生
ま
れ
養

子
に
入
っ
た
。
藩
は
こ
の
頃
大
き
い
債
務
に
苦

し
ん
で
い
た
。
重
税
で
士
気
は
あ
が
ら
ず
、
人
心

は
離
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
勝
静
は
藩
校
教
授
の

山や

ま

だ田
方ほ

う
こ
く谷
に
、
根
本
的
改
革
を
命
じ
た
。
今
も
昔

も
財
政
再
建
に
近
道
は
な
い
。
無
駄
を
省
き
、
倹

約
に
努
め
、
産
業
を
興お

こ

す
。
だ
が
、
理
屈
で
は
分

か
っ
て
い
て
も
実
行
す
る
の
は
難
し
い
。

　

「
入
る
を
量
り
出
ず
る
を
制
す
」
と
い
う
が
、

方
谷
は
、
不
要
・
無
用
な
経
費
を
徹
底
的
に
削
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。
通
常
、
ひ
た
隠
し
に
す
る
懐

具
合
を
、
借
入
先
の
商
人
に
明
ら
か
に
し
、
債
務

返
済
の
大
幅
延
長
も
と
り
つ
け
た
。
そ
の
後
、
歳

入
増
の
た
め
殖
産
興
業
に
着
手
す
る
。
鉱
山
の

直
接
経
営
、
砂
鉄
か
ら
鍬く

わ

を
つ
く
り
、
た
ば
こ

・
茶
・
和
紙
・
柚ゆ

べ

し

餅
子
な
ど
の
特
産
品
を
開
発

し
、
専
売
制
を
と
っ
た
。
物
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
産
地
直
売
の
推
進
だ
。
流
通
も
合
理
化
す
る
。

そ
れ
ま
で
は
商
人
の
手
で
大
阪
を
経
由
し
江
戸

へ
持
ち
こ
ん
で
い
た
が
、
手
数
料
が
か
さ
む
。
藩

は
自
ら
船
を
購
入
し
、
直
接
江
戸
へ
運
び
売
っ
た
。

み
る
み
る
う
ち
に
利
益
が
出
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
道
路
や
河
川
を
改
修
し
、
領
民
に
現
金

収
入
の
道
を
開
い
た
。
米
を
蓄
え
、
災
害
や
飢
饉

の
折
に
供
出
で
き
る
よ
う
、
藩
内
に
倉
を
建
て
た
。

公
共
事
業
の
意
味
を
理
解
し
、
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と
の
大
事
さ
を
見
抜
い
て
い
た
。
農
民

に
よ
る
軍
隊
を
つ
く
り
有
事
に
備
え
た
。
長
州

藩
の
「
奇
兵
隊
」
の
モ
デ
ル
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

方
谷
は
「
目
先
の
課
題
に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
局
に

立
ち
、
本
質
を
見
つ
め
事
に
あ
た
る
」
を
基
本

と
し
た
。
そ
の
結
果
８
年
で
借
り
入
れ
を
返
済

し
、
逆
に
こ
れ
に
相
当
す
る
分
を
蓄
え
た
。
津
々

浦
々
に
人
材
あ
り
。
山
田
方
谷
は
、
大
局
的
視
野

と
類た

ぐ
い

ま
れ
な
政
策
能
力
で
松
山
藩
を
救
っ
た
。

６
６
１
１

　

断
捨
離
を
通
し
て
、
部
屋
な
ど

の
空
間
を
整
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日
時　

２
月
27
日
㈭
／
①
午
前

10
時
か
ら　

②
午
後
６
時
30
分
か

ら

●

会
場　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

●

講
師　

断
捨
離
ト
レ
ー
ナ
ー　

麻あ
さ
の野
ゆ
か
り
氏

●

参
加
料　

無
料　

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ら
か
わ
市
民
活

動
支
援
会
☎
31
７
５
９
５

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
伴
う
届
け
出

女
性
行
政
書
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談
会

常
陽
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

断だ
ん
し
ゃ
り

捨
離
セ
ミ
ナ
ー

ひな祭り
●日時　３月１日㈯・２日
　　　　㈰／午前10時～
　　　　午後３時
●会場　関の森公園（旗宿）
※ひな人形は、２月８日㈯
　から３月９日㈰まで、同
　公園内のふるさとの家で
　展示されます。詳しくは
　お問い合わせください。
問関の森公園☎322921


